
1986年出上の木簡

丘奮

ｅ但
馬
国
府
推
定
地

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
城
崎
郡
日
高
町
水
上

。
松
岡

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６．
）九
月
を

一
九
八
七
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
識
雅
仁

。
甲
斐
昭
光

５
　
逹還
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
逹退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

但
馬
国
府
は

『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
三
年

正
月

壬
寅

全
一一ハ
日
）
の
条

に

「遷
二但
馬
国
治
於
気
多
郡
高
田
郷
こ

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
転
さ
れ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
国
府
の
推
定
地
と

し
て
合
せ
て
七
ヵ
所
の
説
が
唱

え
ら
れ
て
お
り
、
調
査
地
は
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
国
道
の
ノミ
ィ

パ
ス
エ
事
が
計
画
さ
れ
、
昨
年

度
確
認
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

石
　
ろ
、
深
田
地
区
で
木
簡
三
点
を

軸
　
含
む
、
多
量
の
遺
物
が
出
土
し

た
た
め
、
本
年
度
全
面
調
査
を

行

っ
た
。

調
査
区
は
、
円
山
川
左
岸
の
沖
積
地
に
位
置
し
、
微
高
地
と
、
そ
れ
に
狭
ま

れ
た
低
湿
地
に
ま
た
が

っ
て
い
る
。
付
近
に
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
遺

跡
が
多
く
知
ら
れ
て
お
り
、
調
査
区
の
南
西
約
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
国
分
僧
寺
、
北

西
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
国
分
尼
寺
が
存
在
す
る
。
ま
た
東

一
〇
〇
ｍ
に
は
川
岸
遺

跡
が
存
在
す
る
。

調
査
区
の
東
半
と
西
端
が
微
高
地
で
あ
り
、
調
査
区
中
央
で
は
、
北
に
開
い

た
沼
状
の
凹
地
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
は
調
査
区
東
端
の
微
高
地
を
形
成
す
る

熔
岩
礫
直
上
か
ら
二
点
、
凹
地
か
ら
二
八
点
の
計
三
〇
点
が
出
上
し
た
。
徴
高

地
の
上
部
や
縁
辺
の
整
地
層
上
か
ら
、
九
世
紀
前
半
か
ら

一
一
世
紀
後
半
に
か

け
て
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
し
か
し
遺
構
は
少
な
く
、
柱
穴
、
井
戸
、
溝
、

土
羨
等
が
検
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
中
で
微
高
地
の
縁
辺
で
検
出
さ
れ

た
柱
穴
は
、
単
独
で
あ
り
、
付
近
の
沼
状
凹
地
内
か
ら
木
製
模
造
品
が
多
く
出

土
し
て
お
り
、
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

凹
地
の
内
部
か
ら
は
、
木
筒
の
他
に
、
木
履

（
壬
二
点
）、
人
形

。
馬
形

。
蔦

形
等
の
木
製
模
造
品
、
曲
物

・
挽
物

・
箱

。
斎
串

・
檜
扇
な
ど
、
木
製
品
約
三

五
〇
〇
点
、
須
恵
器

。
土
師
器
の
邪
類
、
硯
類
、
灰
釉

。
緑
釉
陶
器

。
黒
色
土

器
な
ど
の
上
器
類
、
帯
金
具
等
の
金
属
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た

「
桑
」

「
井
」
「
国
当
」
「
福
」
「東
成
」
「
養
父
」
な
ど
の
墨
書
土
器
も
多
量
に
出
土
し

て
い
る
。

凹
地
内
の
堆
積
土
は
下
か
ら
、
黒
灰
色
ツ
ル
ト
、
灰
色
ン
ル
ト
で
あ
る
が
、



凹
地
縁
辺
で
は
黒
灰
シ
ル
ト
上
に
、
熔
岩
を
使
用
し
た
整
地
層
が
認
め
ら
れ
た
。

凹
地
の
黒
灰
ツ
ル
ト
層
か
ら
は
木
簡

一
六
点
が
出
土
し
て
い
る
。
同
層
か
ら

は
、
木
製
模
造
品

。
容
器
類

・
服
飾
呉
等
の
木
製
品
と
、
九
世
紀
前
半
の
上
器

類
が
多
量
に
出
上
し
て
い
る
。
た
だ
凹
地
東
岸
の
上
器
類
は
須
恵
器

・
土
師
器

の
邦
類
に
限
ら
れ
る
の
に
対
し
、
西
岸
で
は
土
師
器
甕
類
も
相
当
み
ら
れ
る
。

昨
年
出
上
の

「
夫
同
五
年
」
銘
の
木
筒
は
、
西
岸
の
同
層
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

凹
地
東
岸
の
整
地
層
か
ら
は
木
簡

一
点
が
出
土
し
、
同
層
か
ら
木
製
模
造
品

・
服
節
具

・
容
器
類
等
の
木
製
品
と
九
世
紀
前
半
の
遺
物
が
多
量
に
出
上
し
て

い
る
。
西
岸
の
整
地
層
か
ら
も
木
簡

一
点
が
出
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
層
中
か

ら
の
遺
物
は
少
な
い
。
微
高
地
上
の
整
地
層
下
で
和
同
開
弥
が
、
西
岸
南
の
整

地
層
上
面
で
富
寿
神
宝
が
出
上
し
て
い
る
。

灰
色
シ
ル
ト
か
ら
は
木
簡

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
同
層
出
上
の
遺
物
に
は

将
棋
の
駒

・
須
恵
器
椀

・
土
師
器
皿
類
等
が
あ
る
が
、
少
量
で
あ
る
。
同
時
期

の
遺
物
の
中
に
は

「
上
」
と
漆
で
書
か
れ
た
土
器
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
他
、
黒
灰
シ
ル
ト
上
面
及
び
灰
色
ン
ル
ト
層
の
下
か
ら
、
木
簡
九
点
が

出
上
し
て
い
る
。
た
だ
両
層
間
で
は
、
九
世
紀
前
半
の
遺
物
を
中
心
に
、　
一
〇

世
紀
前
半
、　
一
一
世
紀
後
半
の
遺
物
が
混
在
し
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文
と
内
容

一　
沼
状
凹
地
西
岸

整
地
層

ω
　
。
「
造
寺
米
残

（題
簸
軸
）

名
弘
仁
三
年

一
一　
沼
状
凹
地
東
岸

黒
灰
色
シ
ル
ト

②

　

「
九
条
五
石
立
里
廿
三
桑
原
墾
田
百
十
八
×

〔
マ　ヵ
〕

×
□
□
□
□
□
石
足
」

⑭
　
　
「同
日
―十
日
□
（題
畿
軸
）

一０
　
　
只
符
篠
）
×

整
地
層

③
　
。
「式
部
卿

（題
鍛
軸
）

名
□
文

黒
灰
色
シ
ル
ト
上
面
及
び
灰
色
ン
ル
ト
層
の
下

⑦

　

「
寛
平
七
年
六
月
四
日

①

　

「□
□
□
□
為
本
也
×

０

　

四
く
十
六
　
一二
四
十
二
　
一
一四
八

〔居
と

⑩
　
　
×
□
土
□
ｘ

灰
色
シ
ル
ト

（中∞卜）
×
ＰＯ
〉〈ヽ
　　〇〇μ　　　　ゅ彪

（］
∞∞）
Ｘ
∞
Ｎ
×
Φ　　
Ｏ
μΦ

（μ∞↓）
×
中Ｏ
Ｘ
∞
・伽

（牌卜枷）
Ｘ
嗚
μ
×
『

（μふω）
×
∞Φ
Ｘ
∞

（牌］
∞）
×
μ⇔
Ｘ
Ｏ　
　
ＯＯ
］

（〕
μＯ）
Ｘ
∞∞
×
⇔
・釦

（μ牌〇）
×
∞卜
×
ω

Ｏ
Φ
μ

（牌〇〇）
Ｘ
（］］）
Ｘ
∞
　
Φ
∞
μ



1986年出上の木簡

〔左
ヵ
〕

①

　

「□
納
所
校
納
富
次
負
作
田
捌
段
九
□
三
坪
内

右
件
作
田
寛
治
七
年
貢
米
未
進
国
日
日
□
検
領
日
国
嘉
保

×

（卜］
∞）
Ｘ
ふΦ
×
⇔　　
Φ
枷Φ

〓
一　
徴
高
地
上

〔〓
一
ヵ
〕

⑫
　
　
×
□
斗
中
□
□
上
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（廷
∀
］受
｛
ｏ盟

⑬
　
　
「日
日
日
口
　
　
　
（題
畿
軸
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸μ∞∀
】
迷

〇常

出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
①

。
①

。
③

・
⑬
の
よ
う
な
題
霰
軸
は
八
点
あ
り
、

黒
痕
の
確
認
で
き
な
い
も
の
も
三
点
あ
る
。
さ
ら
に
昨
年
出
上
の
二
点
を
合
わ

せ
、
題
簸
軸
は

一
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
題
簸
軸
の
多
い
こ
と

が
、
こ
の
地
区
の
特
徴
と
い
え
る
。

内
容
的
に
は
、
田
と
稲
の
管
理
に
関
す
る
も
の
が
多
く
い
昨
年
出
上
の
木
簡

に

「佐
須
郷
田
率
」
と
釈
読
で
き
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
但
馬
国

内
の
他
郡
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
年
号
で
は
、
⑪
の
弘
仁
三
年

（
八
〓
し

の
他
、
釈
文
が
確
定

し
な
か

っ
た
の
で
今
回
も
報
告
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
中
に
も
、
弘
仁
三
年
、
弘
仁
四

年
と
い
っ
た
年
号
が
み
え
、
昨
年
出
上
の
大
同
五
年
と
合
せ
、
国
府
移
転
の
年

に
近
い
年
号
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

①
は
造
寺
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
但
馬
で

は
、
弘
仁
年
間
に
官
寺
の
建
立
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記

録
は
な
く
、
国
分
寺
等
の
維
持

・
管
理
に
関
す
る
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
。
②
は
条
里
地
名
と
通
称
地
名
呼
称

を
併
記
し
た
も
の
で
、
墾
田
の
管
理
に
関
す
る
も
の
と

‐

考
え
ら
れ
る
。
石
立
里
は
現
在
の
国
分
寺
の
西
側
に
石

ゃ
　
立
と
い
う
地
名
が
残
り
、
そ
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。



こ
の
木
簡
は
気
多
郡
内
の
条
里
復
原
に
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

⑦

。
①

・
⑩

。
①
は
墨
が
剣
落
し
、
墨
痕
が
浮
き
上

っ
て
い
る
。
①
は
記
載

内
容

・
性
格
な
ど
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

釈
読
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

６
　
関
係
文
献

木
簡
学
会

『
木
簡
研
究
』
第
八
号
　
（
一
九
八
六
年
）

（吉
識
雅
仁

・
甲
斐
昭
光
）

兵
庫

・

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
多
紀
郡
丹
南
町
初
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）九
月
ｉ

一
九
八
七
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
崎
正
雄

・
山
田
清
朝

。
山
上
雅
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
後
期
、
平
安
時
代
を
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

初
田
館
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
線
篠
山
口
駅
よ
り
南
東
約

一
血
の
武
庫
川
と
篠
山
川
と

の
分
水
界
の
あ
る
田
松
川
と
新
田
松
川
に
挟
ま
れ
た
、
標
高
約

一
九
六
ｍ
の
自

然
堤
防
上
に
位
置
す
る
。
周
辺

に
は
大
沢
城

。
高
仙
寺
城
等
の

中
世
山
城
が
多
く
点
在
す
る
。

日
本
道
路
公
団
が
近
畿
自
動
車

道
舞
鶴
線
を
建
設
す
る
の
に
伴

い
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

初
田
は
中
世
の
犬
甘
保
、
後
の

酒
井
庄
の
内
に
あ
り
、
初
田
館

跡
に
つ
い
て
は
、
寛

政

六
年

初ら
田だ

館
跡

(篠 山)




